
花小路の小耳    情報：東大寺二月堂修二会（お水取り・お松明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大寺二月堂の朝のひとコマです。 

午前 8 時半頃、童子さん達がお松明を作っていました。 

興味を示したのは人だけじゃ無さそうです。鹿もまわりをウロウ

ロしていました。 

お松明は 3 月 1 日～11 日と 13 日は午後 7 時から約 20 分間の間に 10 本、12 日は午後 7 時

半から約 30 分間で 11 本、14 日は午後 6 時半から約 5 分間で 10 本上がります。 

ニュースを見て、お松明は 12 日にしか上がらないと思われる方も多いのではないでしょう

か？この日はとても混雑します。例年、比較的空いているのは９日頃までですね～ 

ちなみに昨年の 9 日はこんな感じでした。お松明の１時間前。

午後６時時点でこれだけの人が集まっています。 

近年、見学する人のマナーが問題になっているようで、事前に

注意事項がアナウンスされます。カメラのフラッシュ禁止、宗

教行事なので拍手はしないように…などなど。 

お松明の見学後、冷えた体を温め 

るため、二月堂横の “龍美堂”でぜ 

んざいを食べました。この“龍美堂“ 

は荒行を行う僧達が食べる“行法味 

噌”を販売している唯一のお店です。 

宗教行事とはわかっていても、個人的には欄干から激しく火の粉が散る豪快なお松明を見たい

もの！しかしお松明を作っている現場で話を聞いていると、そんな風には思えなくなってしま

いました。重さが 40 キロほどあるそうで、そんな簡単に振り回せるものじゃないんですね～

知らなかった！ 


